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研究課題名 鳥取県中部地震によって被災した石造文化財の保存対策調査 

研究結果 

 県中部（倉吉市・湯梨浜町・三朝町・北栄町・琴浦町）の141社，417体の狛犬の被災状況を調べ

た。地震によって直接的な被害を受けた狛犬は38社で認められた。その分布は概ね震央分布と重なっ

ていたが，三朝町山間部，北栄町海浜部など震央分布から大きく離れた場所でも被害が見られた。こ

れは，同時並行で行なった経年的な劣化に関する調査を踏まえると，発災以前の保存状態に遠因があ

ると考えられる。 

 大宮古墳（市指定），家ノ後口1号墳（市指定），三明寺古墳（国指定），福庭古墳（県指定），

今泉２号墳（未指定）の横穴式石室について，SfM/MVSの手法によって３次元画像合成を行なった。

大宮古墳，家ノ後口1号墳において経年劣化によると考えられる壁体の孕みがあった。 

 向山６号墳（未指定）については，石室内に長時間滞在できないことから，委託によって３次元レ

ーザー測量を行なった。また，石室内に温湿度データロガーを設置し，今後もモニタリングを続ける

準備を行なった。 

研究成果 

 県中部の広い範囲で狛犬を中心とした石造文化財の現状調査を行なったところ，地震による被害も

さることながら，経年的な劣化が進行していることが窺われた。特に山間部の過疎地域，沿岸部の神

社で危険な状態になっている狛犬が多い。地衣類などによる生物被害，塩害などの可能性が示唆され

た。 

 横穴式石室について，最新の図面を更新できた。福庭古墳，今泉２号墳は地震の被害を確認できな

かった。大宮古墳，家ノ後口1号墳は，経年劣化による壁体の孕みがあった。三明寺古墳は，被災し

た現状について３次元画像を作成した。 

 向山６号墳について，精密な３次元測量図を作成した。今後経年的な変化をモニタリングするため

の基礎的データを用意した。 

次年度研究

計画 

 向山６号墳の３次元レーザー測量を継続する。これは，石室石材が被災後も動いて崩壊の懸念があ

るのかどうかを調査するものである。また，石材の崩落によって石室内の温湿度が変化して保存に影

響を与える可能性があるので，継続して記録をとる。 

 震災以降に行なってきた様々な調査に関する報告書を作成する。 
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鳥取県中部地震による石造文化財の被災状況調査

高田健一（鳥取大学 地域学部）
発表要旨
　2016 年 10 月 21 日に発生した鳥取県中部地震は，震央の倉吉市・三朝町を中心に，多数の文化財にも被害をもた
らした。国・県等の指定文化財は，復旧が制度的に始まったものもあるが，未指定の，とりわけ屋外の石造文化財は，
まだ被害実態が把握されていないものも多い。そこで，鳥取大学地域学部考古学研究室と保存科学研究室は，県中部
の石造文化財の被災調査を行なった。
　調査にあたっては，多視点から撮影したデジタル画像を３次元画像に合成する SfM/MVS（Structure from Motion 
/ Multi Views Stereo）を活用した。その理由は，①地震被害の有無を判定する際，これまでは調査者が「意味がある」
情報を選択しがちだったが，近年では，あらゆる３次元情報を収集することが有効と考えられること，②修復計画を
立案する必要が生じた場合，土木工学等の分野でも利用できるデータが必要と考えられること，③多数の文化財が一
挙に被災した場合に備えて，誰でも可能な簡便な調査方法を確立する必要があること，などが挙げられる。
　実際に調査すると，幸いなことに，地震で被災した石造文化財はそれほど多くなかった。しかし，経年劣化によっ
て地震発生以前にすでに脆弱になっていたと考えられる事例は多く，「晩発的」な症状が出てくる可能性もある。また，
狛犬のような石造物は，被災後新しいものに更新されがちであり，長く地域に存在してきた特色あるものが一掃され
てしまう可能性もある。今後もモニタリングが必要である。

　謝辞
　調査にあたっては，各遺跡の土地所有者，管理団体の他，永昌寺，倉吉市教育委員会，鳥取県教育委員会のご協力をいただいた。
　心から感謝申し上げます。また，平成 29 年度鳥取県環境学術研究等振興事業補助金（地域振興部門）の援助をいただいた。

平成 28 年鳥取県中部地震の概要

地震調査研究推進本部地震調査委員会「2016 年 10 月 21 日鳥取県中部の地震の評価」より



国指定指定文化財の分布

震央分布と文化財



指定文化財の被災（国史跡：三明寺古墳）
三明寺古墳

発災前

発災後（20170307）

③

発災前写真は，大和國古墳墓取調室管理人提供



指定文化財の被災（県保護文化財：永昌寺十三重石塔）

笠石の転落状況

笠石の破損状況

被災直後の状況（2016 年 10 月 31 日）

塔身と基壇の破損状況



修復後の姿（2017 年 12 月 4日）



指定文化財の被災（市指定文化財：荒尾氏墓所（長谷寺））

指定文化財の被災（市指定文化財：不入岡の石仏）

第４代・勝就（かつなり）墓

初代・嵩就（たかなり）墓

墓地北側の地割れ

転倒の状況



未指定文化財の被災（向山６号墳）
向山６号墳

発災前

発災後（20170307）

②

発災前写真は，大和國古墳墓取調室管理人提供



未指定文化財の被災（各地の神社）

三朝町今泉神社・本殿玉垣 三朝町今泉神社・石灯籠

三朝町今泉神社・狛犬 三朝町今泉神社・狛犬

倉吉市八幡神社・狛犬

倉吉市波波伎神社・狛犬

　←　湯梨浜町北野神社・狛犬



狛犬（神社石造物）の調査
狛犬の劣化診断シート

名称

劣化現象
頭 身 足 尾 台座 

粉状化、剥離、剥

落

亀裂

欠損

変色

生物

摩耗

診断基準

<粉状化、剥離、剥落> <亀裂><欠損> <変色><生物>

A＝50％以上、B：20～50％、C：20％未満

<摩耗>

A＝模様が消えている、B：模様の有無は確認可能、C：はっきりした模様

文化財周辺の平面図

その他

頭 身 足 尻 台座

粉状化、剥離、剥落 a a a a a

亀 裂 c c c c a

欠 損 c c b c c

変 色 a a a a a

生 物 a a a a a

摩 耗 a a a a a

神社内の位置など，見取り図

調査シート記入の様子

調査シート 調査シートの記入例

被災狛犬の分布



狛犬悉皆調査の成果

劣化度『危険』狛犬の分布

劣化度『注意』狛犬の分布



横穴式石室の調査（３次元レーザー測量：向山６号墳）

向山６号墳・点群データ

向山６号墳・ポリゴンモデル構築

向山６号墳・テクスチャー処理３Dモデル



横穴式石室の調査（SfM/MVS：大宮古墳）

大宮古墳・右側壁のはらみ　→

大宮古墳・発掘調査時の図面

←　大宮古墳・奥壁と右側壁の様子


